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A．研究目的 

感染の検査は基本的にスクリーニング検査

と確認検査からなっている。従来、スクリーニン

グ検査には 抗原と 抗体の同時検査

法（以下「 抗原抗体同時検査法」という）

が使われ、確認検査には（ ） ウエスタンブ

ロット法と 検査（リアルタイム ）

の両方による測定か、（ ） ウエスタンブロ

ット法と ウエスタンブロット法による測定

が実施されていた。しかし、確認検査法（ ）で

は、 ウエスタンブロット法と ウエス

タンブロットの交差反応性のため 感染を正

しく判定できないという問題や、比較的検査費用

の高い 検査法の使用頻度が高くなると

いう問題がある。また、確認検査法（ ）では、

ウエスタンブロット法の感度が 抗原抗体

同時検査法より感度が低いため急性感染が判定

できないという問題や、 と のウエス

タンブロット法の交差反応性のため 感染と

感染の判別が困難な場合が生じるという問

題がある。

米国疾病予防管理センター（ ）は 年、

確認検査に 鑑別抗体検査法と

検査法を用いる新たな 検査アルゴリズムを発

表した。これにより、 感染と 感染が

より正確に判別されるとともに、 感染がより

早期に診断されると期待されている。このアルゴ

リズムでは、長年使われてきたウエスタンブロッ

ト法はもはや使われていない。

我が国でも、 年 月、 鑑別抗体

検査法である

（バイオラッド社）が により承認され

た。そこで、本報告では、 の改訂 検査ア

ルゴリズムを準じた、我が国の現状に合った

検査アルゴリズムを提案する。

 
B．研究方法

我が国の公的機関から発表されている二つの

検査アルゴリズム、「診療における 感

染症の診断ガイドライン （日本エイズ学会・

研究要旨 
従来の HIV-1/2 検査アルゴリズムにおけるいくつかの問題点を解決するため、最近認可された

HIV-1/2 抗体鑑別検査キット を取り入れた新しい検査アルゴリ

ズムを提案する。このアルゴリズムを採用することにより、従来に比べて、 感染がより早期に診

断され、 感染がより正確に判定され、検査にかかる日数が短縮され、検査費用が安くなること

が期待される。
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日本臨床検査学会推奨法）」 と「後天性免疫不全

症候群（エイズ） 感染症病原体検出マニュア

ル（国立感染症研究所） 、 の改訂 検査ア

ルゴリズム 、及び本研究班の研究成果として発

表した に

関する性能評価論文 を含む多くの 検査関連

論文を参考にした。

 
C．研究結果 

新たに提案する 検査アルゴリズムを図に示

す。

まずスクリーニング検査として、一般診療にお

いては自動検査装置による 抗原抗体同時

検査を行う。保健所等において検査結果を迅速に

返す場合は、イムノクロマト法による迅速

抗原抗体同時検査法を使用してもよい。

現時点で抗体検出感度が最も高いキットはダイ

ナスクリーン・ （アボット社）である。

スクリーニング検査の結果が陰性の場合は

非感染と判定する。

スクリーニング検査の結果が陽性の場合は

抗体鑑別検査を行う。現時点でこれに該

当するのは

のみである。この検査の検体として 抗原

抗体同時検査で用いた検体を使用すると検査の

迅速化を図ることができる。この検査で、

陽性で 陰性あるいは判定保留の場合は

感染と判定する。 陽性で 陰性あ

るいは判定保留の場合は 感染と判定する。

陽性で 陰性あるいは判定保留の場合

は 感染と判定する。 陽性で も陽

性の場合は単に 感染と判定する。ただし、

感染の国内発生数を正確に把握するため、

専門機関（例えば、国立感染症研究所）に依頼し

て 感染と 感染の鑑別を行う。

抗体鑑別検査で、 陰性あるいは判

定保留、 陰性あるいは判定保留の場合は

核酸検査を行う。 核酸検査の結果が陽性

の場合は急性 感染と判定する。ただし、現

在使用されている 核酸検査は定量検査であ

り、定性検査としては承認されていないため、適

当な時期に 抗体鑑別検査で 感染を

確認する必要がある。将来、定性検査として

に承認された 核酸検査法が利用可能となるこ

とが望まれる。 核酸検査の結果が陰性の場合

は 非感染と判定する。ただし、 抗

体鑑別検査が 保留の場合は 急性感染

の可能性があるので か月後に再検査する。

本アルゴリズムは のアルゴリズムと同じく

ウエスタンブロットの代わりに 抗体鑑別

検査である

を用いる。このキットはウエスタンブロットに比

べて、抗体検出感度が高く、 交差反応性

が低く、少量（ µL）の検体で済むという利点

がある。これらの特性をもつ検査法を組み込むこ

とにより、今回提案したアルゴリズムは、従来に

比べて、 感染をより早期に診断し、 感染

がより正確に判定し、検査にかかる日数を短縮し、

検査費用を安くできると期待される。
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図．新しいHIV検査アルゴリズム（案） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
注1： 自動検査装置を使用する．保健所等の即日検査ではその時点で最も感度の

高いイムノクロマト法を使用する（現時点ではダイナスクリーン・HIV Combo）。 
注2： その時点で最も感度の高いHIV-1/2抗体鑑別法を使用する（現時点では

Geenius HIV-1/2 Confirmatory Assay）。HIV-1/2抗原抗体同時検査で用い
た検体を使用し、検査の迅速化を図ることができる。 

注3： 専門機関（例えば、国立感染症研究所）にHIV-1/2の鑑別を依頼する。 
注4： 適当な時期にHIV-1/2抗体鑑別検査でHIV-1感染を確認する。 
注5： HIV-1/2抗体鑑別検査HIV-2保留( )の場合はHIV-2急性感染の可能性があ

るので1か月後に再検査する。 
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